
会長あいさつ� 大阪府在宅保健師の会　会長　清 水  一二三

　暑中お見舞い申し上げます。
　本年４月の総会にて７代目会長に
就任いたしました。大役を仰せつか
り身の引き締まる思いです。会員の
皆様には、日頃より大阪府在宅保健

師の会の活動にご理解、ご協力をいただきありがとう
ございます。また、国保連合会のご協力、ご支援にお
礼申し上げます。
　お陰様で当会は、今年25年目を迎えることができま
した。この間、地方分権推進や経済の低成長、少子高
齢化、価値観の多様化など、保健師を取り囲む環境は
様変わりしてきました。加えて、新型コロナというか
つてない健康危機は保健師のあり方を改めて考えさせ

られるものとなっています。井伊久美子先生の記念講
演（４月26日「新しい時代に対応した保健師の役割」）で
は、変わりゆく保健師活動に加えて、保健師の技術力
を高める現場教育への課題が熱く語られました。改め
て、この課題の解決にむけて当会として、「何をするべ
きか」、「どのような役割を担うべきか」が問われている
と感じ、当会の活動が少しでも課題解決に向け役立て
ばと願っております。また、当会を築いてくださった
先輩保健師の皆様の保健師魂を、次につないでいくこ
とができればと思っております。
　今後とも皆様のご支援とご指導、ご協力の程をよろ
しくお願いいたします。
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令和５年度 総会開催
　令和５年４月26日（水）大阪府在宅保健師の会総会を大阪府国民健
康保険団体連合会３階会議室で開催し、会員38名の出席がありました。
　池畑会長の挨拶に続いて、大阪府国民健康保険団体連合会 田中専
務理事から御挨拶をいただきました。
　続いて認定第１号「令和４年度大阪府在宅保健師の会事業報告（案）
について」、議案第１号「令和５年度大阪府在宅保健師の会事業計画（案）について」をそれぞれ審議し、
いずれも原案どおり承認・決定されました。
　最後に、この総会をもって退任される池畑会長と沢田副会長から、そして令和５年度役員を代表して
清水新会長から挨拶がありました。

令和４年度事業報告

役
員
会

令和４年４月22日
令和４年６月14日
令和４年７月22日
令和４年10月７日
令和４年11月４日（臨時）
令和４年12月13日
令和５年３月３日

・令和４年度総会・記念講演会について
・会報46号（夏号）、47号（冬号）の掲載内容について
・役員会予定表（案）について
・令和４年度第１回研修会について
・令和４年度第２回研修会について
・令和４年度活動状況調査について
・次年度役員改選について
・入会案内について

大阪府
在宅保健師の会

役員

総
　
会

令和４年４月22日

［認定事項］
　１ 令和３年度大阪府在宅保健師の会事業報告（案）について
［議決事項］
　１ 令和４年度大阪府在宅保健師の会事業計画（案）について

参加者31人

研
修
会
等

令和４年４月22日
記念講演会

「新型コロナ感染症対策から見えてきた健康づくりの重要性」
　八尾市保健所　健康まちづくり科学センター　総長　北村 明彦 氏

参加者49人
（内会員31人）

後日配信あり

令和４年７月22日
第１回研修会

「新しい生活様式の中でやる気を引き出し、効果をあげる保健指導の実践」
　独立行政法人国立病院機構　京都医療センター
　臨床研究センター　予防医学研究室　室長　坂根 直樹 氏

参加者64人
（内会員42人）

令和４年12月13日
第２回研修会

「動脈硬化性疾患予防のための最新知見と効果的な保健指導について」
　地方独立行政法人りんくう総合医療センター　理事長　山下 静也 氏

参加者53人
（内会員36人）

後日配信あり

事
業
協
力

特定健診未受診者
対策事業

実施保険者　６保険者
忠岡町、岬町、大阪文化芸能国民健康保険組合、大阪府浴場国民健康保険
組合、大阪木津卸売市場国民健康保険組合、大阪建設国民健康保険組合

協力者
延べ49人

特定健診受診者の
フォローアップ事業

実施保険者　７保険者
岸和田市、枚方市、泉佐野市、和泉市、四條畷市、大阪文化芸能国民健康
保険組合、大阪府浴場国民健康保険組合

協力者
延べ127人

重複服薬者への
健康相談事業

実施保険者　９保険者
吹田市、高槻市、茨木市、寝屋川市、羽曳野市、泉南市、能勢町、熊取町、
岬町

協力者
延べ22人

特定健診受診勧奨
（健康相談）等支援事業

実施保険者　５保険者
和泉市、熊取町、岬町、太子町、千早赤阪村

協力者
延べ40人

⃝会報第46号、第47号発行
⃝令和４年度都道府県在宅保健師等会全国連絡会の動画視聴（大阪府在宅保健師の会役員）
⃝大阪府介護保険審査会委員（岡本まつ江、瀬戸節子）
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【テーマ】 新しい時代に対応した保健師の役割 ～保健師の元気は地域の元気～
【講　師】 �香川県立保健医療大学　学長　井伊 久美子 氏 

日本看護協会　副会長

令和５年度在宅保健師の会　記念講演会

　保健師活動は、国の動き・教育制度・人口構造の変化とともに課題も多種多様でさらに深刻化してい
ます。このような状況において、今求められている保健師の役割について大きな視点から問題提起して
いただきたいと、井伊先生にご依頼しました。ご講義では、「時代とともに人口問題や健康課題等様々に
変化するが、どの時代においても、地域のケア体制を構築することは保健師の役割」「実際やっているこ
とをどう見せるかが重要」など、熱いメッセージを届けていただきました。
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令和４年度

【テーマ】 「動脈性硬化性疾患予防のための最新知見と�
� 効果的な保健指導について」

【講　師】 地方独立行政法人　りんくう総合医療センター 
� 理事長　山下 静也 氏

第 研2 修回 会

　会員の皆様から「ぜひ山下先生のご講義を聴きたい」との強い要望があり、令和４年12月13日に第２回研修会の
講師としてお招きしました。講義内容には「動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版」などの最新知見が盛り込
まれ、受講された方からは「保健指導場面だけでなく、自分自身や家族、周囲の健康を見直す機会になり、参考になっ
た」との感想をいただき、好評を博した研修となりました。
　特に印象に残っているのは、次の３つです。

① 日本人は欧米諸国よりコレステロール摂取量が高い
　1970年代にファストフードが日本に上陸以降、日本人のコレステロール量が増加し、高コレステロール血症が
著明に増加。

②� 家族性高コレステロール血症（Familia Hypercholesterolemia:FH）の診断には、�
アキレス腱の肥厚の有無を見ること　

　FHの患者を見たら、その家族親族にいる「隠れた」患者を見つける努力をする。

③ 「コレステロール値は高くてもよい、薬で下げすぎは悪い」という日本の週刊誌は間違い！�
　 従来の「コレステロール値が低いと死亡率が上昇、脳出血の発症率増加」というのも間違い！
　脂質異常治療薬により高LDLコレステロール血症を改善すると、冠動脈疾患による死亡率は低下。

　今回の研修では、動脈硬化が起こる原因やその危険因子、ガイドラインに基づく診断基準や治療など最新知見を
学ぶことにより、益々食事や運動などの生活習慣の見直しが大切であることを再認識できました。詳細について
は、講義の中でも説明された「動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版」をご参照ください。（日本動脈硬化学会
のホームページからも閲覧できます）
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令和５年度　国保連合会事業説明会
　大阪府国保連合会では保険者支援として、「特定健
診未受診者対策事業」「特定健診受診者のフォロー
アップ事業」「重複服薬者への健康相談事業」「特定健
診受診勧奨（健康相談）等支援事業」の保健事業を実
施しています。
　今年度は４月18日（火）に、25名出席の中事業説
明会を開催し、各事業内容の説明とともに、令和３
年度保健事業の結果報告をしました。
　令和３年度特定健診未受診者電話勧奨結果を表に
示しています。Ａ町・Ｆ組合は、電話勧奨ありの人の
受診率が高くなっています。しかし、Ｄ組合は不在
者で受診した人が４人と少数でしたが、受診率は最
も高くなりました。また、重複服薬者への健康相談
結果は、電話相談による改善率が42.3%で電話相談
のできなかった人に比べて1.4倍（昨年1.3倍）の改善
率でした。今回事業説明会に参加された方から「参加
して結果を出している事がわかり、事業に対しての
励みになりました。」と感想をいただきました。今年
度も事業への沢山のご協力ありがとうございました。

表　令和３年度特定健診未受診者電話勧奨結果
保険者

（実施者数）
電話勧奨あり

受診率
電話勧奨なし

受診率【留守録】
電話勧奨なし
受診率【不在】

Ａ町　（368） 12.0% 3.3% 3.1%
Ｄ組合（ 98 ） 13.2% 8.3% 40.0%
Ｆ組合（709） 30.8% 24.2% 14.0%

令和４年度都道府県在宅保健師等会全国連絡会の報告令和４年度都道府県在宅保健師等会全国連絡会の報告
　今年度もコロナ禍のためDVD視聴形式による開催と
なり、３月２日役員全員で視聴しましたのでご報告いた
します。
　講演１は、厚労省健康局五十嵐保健指導室長より、『保
健事業に関する国の動向』について、冒頭、厚労省の人
材バンク（IHEAT）に多くの会員が登録し、保健所等業務
への協力が得られたことに、在宅保健師等会に謝意があ
りました。「地域における健康危機管理体制強化」として、
これまでの新型コロナ対応の課題等を踏まえ、感染症ま
ん延時等に地域の保健師等専門職が保健所等の業務支援
する仕組みであるIHEATが地域保健法に法定化されて
恒常的な制度となり、研修等支援の責務が規定されまし
た。「地域における健康づくり施策の動向」では、第４期
特定健診・特定保健指導の大きな変更点として成果が出
たことを評価する体系へと見直し、アウトカム評価(腹囲
2㎝・体重2㎏減等)を導入、2024年度開始に向けてプロ
グラム改修中と説明がありました。
　講演２は、自治医科大学看護学部春山早苗氏より「コ
ロナ禍を踏まえた保健師等による災害対応・市町村支援
等」について、フェーズ４～５の慢性期（復旧復興期）は、
被災者の健康生活上の課題や影響が長期化するため、生
活基盤が整っていなくても保健活動により安心できる地

域にする。被災地のニーズに応じて「地域を知っている」
在宅保健師による支援に期待するとのお話でした。
　次は事例報告で、茨城県在宅保健師の会から「災害支
援実施要項策定への道のり」として、茨城県は世界的に
も地震の多発である地域であることを踏まえ、会員の声
から、災害支援には活動基盤が必要であるため、会とし
て災害支援実施要項を策定した報告でした。また、在宅
保健師会「あいち」からは、「健康生活をサポート：みんな
の保健室」の報告でした。NPO法人で保健・医療・福祉の
専門職が運営し、買い物ついでに誰でも立ち寄ってもら
える場所とし、定年後も在職時に培った知識・技術・ネッ
トワークを活かして地域保健に携わる喜びを感じている
との事でした。
　在宅保健師として、やりがいを地域で見つける。活動
のヒントを得て、大いに刺激を受けました。
　コロナ禍、疲弊する保健所の役に立ちたい。現場の支
えになれないか。全国の在宅保健師の思いが形になり、
IHEATの法定化とスキルアップとして研修の責務が規
定されたのは良かったと思います。
　今後、地域の災害等健康危機に際して本会がどのよう
な取り組みができるか考えていくことが求められている
と感じました。� 役員　沢田恵美子
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新新会員会員ののごご紹介紹介

⃝●金原 令子さん●⃝

⃝●濱田 貴美恵さん●⃝

⃝●山内 江美子さん●⃝

⃝●北本 さゆりさん●⃝

⃝●森田 有紀さん●⃝

⃝●西口 美和さん●⃝

⃝●蔵屋 美樹さん●⃝

　令和４年５月から令和５年４月までの間に、新たに入会された会員をご紹介いたします。
新会員の皆様から入会動機や会に期待すること等を投稿していただきましたので、ご紹介します。

新規入会者の多くが
会員のご紹介を
きっかけに

入会されています。
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⃝●嶋田 菜穂美さん●⃝⃝●徳永 羊子さん●⃝

新旧役員からのごあいさつ

　私は在宅保健師の会に加入して５年目を迎えます。
国保連合会で電話勧奨や保健指導を行う合間に、一緒
になった保健師とお話しすることがとても楽しく、い
ろんな仕事や趣味を持たれていて刺激になっていまし
た。保健師仲間はどこか共通するものがあり共感する
ことが多々ありました。この度、在宅保健師の会の幹
事を引き受けさせていただくことになりました。皆様
のお知恵をお借りしながら微力ですが、やらせていた
だきます。よろしくお願いします。� 辻 恵子

　平成29年度より幹事を２年、会長を４年務めさせて
いただき、６年間にわたり皆様に大変お世話になりま
した。事務局の皆様、役員の皆様、会員の皆様のご支
援・ご協力に心より感謝を申し上げます。至らない点
も多々あったと思いますが、皆様の温かいサポートを
受けて充実した時間を過ごさせていただきました。役
員会では、他府県の会の活動情報から当会の役割や方
向性、会報の情報提供や交流、研修内容など真剣に議
論したこと、研修会の講演依頼に難色を示されていた
講師が再々のアタックで講演を承諾され、皆で大喜び
したことなどを思い出します。
　同じ目標に向かって議論し協力し合った時間は、本
当に貴重な経験となりました。会の継続・発展のため
には、会員の皆様の協力が不可欠と実感しております。
これからも新役員のもと、皆で力を合わせ、さらに会
が発展していきますよう祈念いたします。� 池畑 久美

　今年度より幹事をさせていただくことになりまし
た。昨年入会してからまだ日が浅く、在宅保健師の会
の具体的なことはほとんど分かっていませんが、先ず
は少しでも各種保健事業に参加したいと思っています。
　令和５年１月の会報では、会員の83％が就業されて
おり、かつ、就業以外の地域活動をしている方は30％
おられました。私自身現役を離れて４年目になります。
現役時代とは異なり、新しく入ってくる情報量が激減
している事を痛感しています。このことからも、在宅
保健師の会会員の皆様方の期待に応えられるような研
修会の検討や会員相互の交流の強化について考えてい
きたいと思います。
　清水会長、先輩役員の皆様と事務局の協力のもと、
会員の皆様とともに学ばせていただきながら役割を果
たしたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。
� 大巻 悦子

　令和元年４月より４年間役員を務めこの度退任とな
りました。
　はじめ微力な自分で大丈夫か不安でしたが、事務局
の皆様、役員の皆様、会員の皆様のご協力で支えてい
ただきました。
　コロナ禍の中、総会や研修の相次ぐ中止で会員同士
が会えない状況から、役員会で検討しコロナウイルス
一筆投稿を募集。たくさんの思いが寄せられ疲弊する
保健所への思いも語られ、IHEATに繋がりました。
　研鑽と交流。研修や健康相談の場も会員間の交流の
機会になると考えます。在宅保健師の会が新役員のも
と、さらに発展していきますように祈願いたします。
　皆様、大変お世話になりました。� 沢田 恵美子

〜〜退退任役員〜任役員〜

〜〜新新任役員〜任役員〜
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 発 行

【事務局】

大阪府国民健康保険団体連合会
総務部　事業課　保健事業係
〒540-0028 大阪市中央区常盤町１丁目３番８号（中央大通FNビル内）

TEL　（06）6949-5375
FAX　（06）6949-5370
H　P　 https://www.osakakokuhoren.jp/
MAIL　 hoken@osaka.kokuhoren.jp

ホームページのご案内ホームページのご案内
連合会ホームページ内に入会案内及び

会則等を掲載しています。

大巻幹事、川村副会長、清水会長、武部副会長、辻幹事

沢田元副会長、池畑元会長

令和５年度役員の紹介
　令和４年度をもちまして池畑会長、沢田副会長が
退任されました。
　長きに渡りご尽力いただき、ありがとうございま
した。
　そして、このたび新たに辻幹事、大巻幹事にご就
任いただき、令和５年度からは、清水会長、武部副
会長、川村副会長を含めた５名の皆様に、役員とし
て活動していただくこととなりました。

令和５年度役員

退任役員

　保健師としての豊かな知識・経験を生かして地域
住民の健康づくりに取り組みませんか？興味のある
方は下記事務局までお問い合わせください。
  主な活動  
⃝連合会事業への参加
⃝研修会への参加
⃝情報交換や会員相互の交流　など

　あなたの趣味やサークル活動等を投稿し
てみませんか。
　最近はまっていること、俳句づくり、山
歩きで訪れたお気に入りスポット等、是非
ご紹介ください。お気軽に下記事務局まで。
メールでもOKです。

（できれば写真を添えてい
ただけると嬉しいです）

⃝役員会（６回）
⃝都道府県在宅保健師等会全国連絡会
⃝第２回研修会・交流会（予定）
【日時】�令和５年12月19日（火） 

14時00分～16時30分
【場所】調整中
【講師】日本笑いヨガ協会会長
　　　　　　　　　　高田 佳子 氏
【内容】調整中

INFORMATIONINFORMATION

大阪府在宅保健師の会大阪府在宅保健師の会
� 入会のご案内� 入会のご案内

活動紹介コーナーへの活動紹介コーナーへの
� 寄稿者募集� 寄稿者募集

令和５年度事業計画令和５年度事業計画（抜粋）（抜粋）

４年ぶりに
交流会を開催
いたします。

皆様のご参加をお待ち
しております。
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